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治
二
十
五
年
三
月
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日
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〇
外
務
省
令
第
十
五
号

外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）

第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
在
外
公
館
に
勤

務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
休
暇
帰
国
に
関

す
る
省
令
（
昭
和
二
十
九
年
外
務
省
令
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
プ
レ
ト
リ
ア
（
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）」を

「
プ
レ
ト
リ
ア
（
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）

ジ
ュ
バ
（
南
ス
ー
ダ
ン
）

」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号

猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年

少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る

事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関

す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十

一
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
し
た
法
人
か

ら
、
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

古
屋

圭
司

一

社
団
法
人
愛
知
県
猟
友
会
の
名
称

^

変
更
前
の
名
称

社
団
法
人
愛
知
県
猟
友
会

_

変
更
後
の
名
称

一
般
社
団
法
人
愛
知
県
猟
友
会

二

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
五
月
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
三
十
一
号

福
島
県
南
相
馬
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た

た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
者
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
同
市

長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

〔
省

令
〕

〇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
休

暇
帰
国
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
外
務
一
五
）

J

〔
告

示
〕

〇
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講

習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め

の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に

関
す
る
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
く
告
示
（
国
家
公
安
委
一
九
）

J

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
二
三
一
）

〇
租
税
に
関
す
る
情
報
の
交
換
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
サ
モ
ア
独
立
国
政
府
と
の
間

の
協
定
の
署
名
及
び
効
力
発
生
に
関
す
る

件
（
外
務
二
一
八
）

K

〇
国
道
一
号
線
橋
梁
改
修
計
画
の
た
め
の
贈

与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ギ
ニ
ア
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件
（
同
二
一
九
）

L

〇
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
又
は

法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計

算
上
損
金
の
額
に
算
入
す
る
寄
附
金
を
指

定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
財
務
二
〇
八
）

M

〇
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に

関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
第
一
号
等
の

登
録
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
二
一
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
二
〇
六
一
〜
二
〇
六
八
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
二
〇
六
九
、
二
〇
七
〇
）

O

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
二
〇
七
一
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第

一
号
の
事
業
者
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
五
四
）

〇
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ

き
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
を

指
定
す
る
件
（
国
土
交
通
六
四
三
）

〇
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
特
別
地

域
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
環
境
六
三
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
一
二
〇
）

Q

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
等
を
実
施
す
る

件
（
同
一
二
一
〜
一
二
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
五
四
）

R

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
役
員
の
氏
名
を
変
更
し
た
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
三
七
）

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

最
高
裁
判
所

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
の
満
了

（
人
事
院
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
J

会
社
そ
の
他

L
I

会
社
決
算
公
告

L
J

˜
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